
 

 

２０２３年度夏季手当・追加支給シリーズ② 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和４年度社員数 ４７,７００人 ⇒ 令和５年度社員数 ４５,５００人） 

経営側のいう生産性の向上は間違いなく向上している！ 

ＪＲ東日本労働組合 
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★令和４年度夏季手当回答 ２.３ヶ月 ◎厳しい業績や財務状況が判断のベース 

・「2年余りの困難な経営環境の中でも、新たなチャレンジを続け、実現した成果」 

・「国際情勢に伴う物価上昇など現在の社会情勢」「これからの構造改革の一層の加速に期待」 

 

★令和５年度夏季手当回答 ２.５ヶ月＋５万円 ◎業績や経営状況等を踏まえる 

・「コロナ禍の 3年間における奮闘」「黒字達成への尽力」「物価上昇等の社会情勢」 

・「社員一人ひとりが自身の成長とＪＲ東日本グループのサステナブルな成長の実現に向け、果敢に

チャレンジすることへの強い期待」 

あくまで一時金である期末手当という性質上、中長期的な経営に影響を及ぼすものではありませ

ん。業績が好調なときは「公共交通機関として世間に突出感の無いように」や「安定的な支給」を名

目に 2011年から 7期連続の増収増益でも期末手当の支給水準を下げていたのは事実です。たった 7

年間で 9,000億円もの純資産を増やしてきたのも、私たちの人件費を抑えてきた現実です。 


